
倉祇園太鼓」の演奏があり，その途中には余興として小林会

長らによる祇園太鼓の競演（写真 4）も催されるなどして，

懇親会は盛況のうちに終了しました。

大会 2日目は 7会場に増やし一般講演が行われ，引続き活

発な講演会となりました。

本大会では一部会場が狭く，立つ人が出ることがあり，大

変ご迷惑をおかけしましたが，会場が JR小倉駅のすぐ近く

と便利であったこともあり，大会としては大盛況だったと自

負しています。

本大会の開催にあたっては北九州市から多くの助成金をい

ただいております。広告掲載，機器・展示にご協力いただい
た各社にも心からお礼申し上げます。

最後に，今大会の運営には実行委員はもちろん九州支部関

係の維持会員各社のご協力と，九州工業大学大学院学生諸君

の働きが大きいものでした。心から感謝いたします。

（第 110回春期大会実行委員会副委員長　長谷部光弘）

熊本大学大学院　佐々木　美波　君

「長周期積層構造相を有する Mg–Zn–Gd鋳造合金の組織と機械的性質に及ぼす熱処理の影響」

熊本大学大学院　玉川　博一　君

「長周期積層構造型 Mg–Zn–Y系合金の機械的性質に及ぼす塑性加工の影響」

岡山理科大学大学院　安永　晴行　君

「Al–0.5%Si–0.5%Ge合金の析出硬化と微細組織」

熊本大学大学院　泉　尚吾　君

「長周期積層構造を有する急速凝固 Mg–Zn–Gd合金の NaCl水溶液中における腐食挙動」

近畿大学大学院　吉村　将　君

「マグネシウム上へのアナタース型二酸化チタン薄膜の作製」

＜高須登実男（九州工業大学）選考委員長の講評＞

今回 23件のポスター発表がありました。いずれもレベルの高い発表であり，1時間の発表時間では議論が尽きない状態でし

た。有意義な情報交換，意見交換の場となったと思います。ポスターの出来具合，説明および質疑応答，研究内容および理解

度の 3つの観点から厳正なる審査を行い，上位 5件までを表彰することにいたしました。

今回の受賞ポスターは 5件中 3件が熊本大学の学生諸君でした。発表件数が多い方から順に熊本大 7件，近畿大 3件・・・を考
えると妥当な結果でしょう。

軽金属学会第 110 回春期大会　工場見学会

平成 18年 5月 12日（金），軽金属学会第 110回春期大

会・工場見学会－三菱重工業㈱下関造船所および㈱神戸製鋼
所・長府製造所－が行われた。軽金属学会・九州支部・幹事
の九州工業大学・大谷博司先生および㈱神戸製鋼所・アルミ
銅カンパニー・長府製造所研究室の田辺千津子さんのご尽力
の下，14名が参加した。当日は天候にも恵まれて，有意義な

一日を過すことができた。

見学の行程；集合・小倉駅北口（9:00），小倉日明港より

関門海峡フェリーにて下関市彦島へ，三菱重工業㈱下関造船

所訪問・見学（10 : 00�12 : 00），かもんワーフにて昼食・休
憩，㈱神戸製鋼所・長府製造所訪問・見学（13 : 30�15 : 30），

あと赤間神宮の参拝・観光を行い，関門トンネル経由小倉駅
北口へ帰着し解散（17 : 30）。

三菱重工業㈱下関造船所

下関造船所の総務部・藤原課長殿の出迎えを受けたあと，
三輪副所長殿より下関造船所の概況の説明を受けた。次い

（ii）

会
　
告

優秀ポスター発表賞　受賞者

佐々木　美波　君

熊本大学大学院

玉川　博一　君

熊本大学大学院

安永　晴行　君

岡山理科大学大学院

泉　尚吾　君

熊本大学大学院

吉村　将　君

近畿大学大学院


